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Doctor’s eye
ドイツ留学記

いりょう相談室
介護保険について

新任 Dr.紹介・ちょっと教えて！ 

信頼と連携の輪

創立75周年記念



Doctor's
eye

ド
イ
ツ
留
学
記

～
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
エ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
大
学

外
科
留
学
時
代
の
手
記
よ
り
～

　

２
０
１
９
年
3
月
25
日
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局（O

xford 
university press

）
の
編
集
者
よ

り
、
以
下
の
内
容
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

臨
床
実
践
シ
リ
ー
ズ
の
教
科
書
と
な

る
「
食
道
と
胃
」
の
教
科
書
へ
の
寄

稿
者
と
し
て
あ
な
た
を
招
待
し
ま

す
。
”胃
の
良
性
疾
患
“
の
章
を
準

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

（
日
本
語
訳
）。」
と
の
内
容
で
し
た
。

　

突
然
の
メ
ー
ル
で
驚
い
た
の
で
す

が
、
メ
ー
ル
の
全
文
、
添
付
の
文
書

を
読
む
に
あ
た
り
、
同
大
学
医
学
部

の
教
科
書
の
執
筆
の
依
頼
と
わ
か
り

ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
と
感
じ
ざ
る

を
得
ず
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う

か
と
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
当
初
、
迷

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
く
よ
く
主

任
編
集
者
の
名
前
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
・

エ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
大
学
・
外
科
主
任

教
授
の
ヤ
コ
ブ
・
イ
ズ
ビ
ッ
キ
ー
教

授
の
名
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
私

は
、
２
０
０
４
年
秋
～
２
０
０
６
年

春
に
か
け
て
同
大
学
一
般
外
科
・
消

化
器
外
科
に
留
学
し
ま
し
た
が
、
同

教
授
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
際
の
私

の
ボ
ス
で
あ
り
、
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
で
す
。
こ
の
メ
ー
ル

の
内
容
よ
り
、
こ
の
執
筆
の
依
頼

は
、
イ
ズ
ビ
ッ
キ
ー
教
授
の
推
薦
で

あ
り
、「
断
れ
な
い
、
ど
う
し
て
も

執
筆
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
強
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
、
オ
ッ
ク
ス

院長補佐兼外科部長

Kuniaki Aridome
有留 邦明

　

本
年
５
月　

英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
出
版
さ
れ
た「O

esophagus 
and Stom

ach

（
食
道
と
胃
）
」に
、
当
院
の
院
長
補
佐
で
外
科
部
長
の
有
留
先
生
が
寄
稿
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
執
筆
に
至
っ
た
経
緯
や
、
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
思
い
出
な
ど
、
手
記

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
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ド
イ
ツ
留
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
以
下
に
、
当
時

の
手
記
と
共
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
「
2
0
0
4
年
9
月
よ
り
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
・
エ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
大
学
病

院
外
科
に
留
学
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン

ブ
ル
ク
は
、
エ
ル
ベ
川
河
口
に
位
置

す
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
屈
指
の
港

湾
都
市
で
す
。
人
口
は
、
現
在
ベ
ル

リ
ン
に
次
い
で
第
二
の
都
市
で
す
。

市
の
中
心
に
は
、
ア
ル
ス
タ
ー
湖
が

位
置
し
て
お
り
、
と
て
も
美
し
い
街

で
す
。
私
の
留
学
し
て
い
る
ハ
ン
ブ

ル
ク
・
エ
ッ
ペ
ン
ド
ル
フ
大
学
病
院

は
、
ア
ル
ス
タ
ー
湖
の
北
側
に
位
置

し
て
い
ま
す
。」・
・
・
・
・
・
・
・

な
つ
か
し
い
。
私
も
若
い
。（
写
真
）

　
「
ド
イ
ツ
外
科
医
の
生
活
で
す
が
、

わ
た
し
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
日
本
の

外
科
医
と
同
じ
く
毎
日
忙
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
冬
場
は
早
朝
の

外
気
は
-5
度
～
0
度
で
す
が
、
朝
早

く
病
院
に
来
て
、
朝
7
時
15
分
よ
り

毎
日
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
あ
り
、
こ

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席
し
て
か

ら
診
療
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
当

直
は
月
に
平
均
２
回
、O

n
call

が
月

に
平
均
５
回
あ
り
、
救
急
外
来
で
患

者
が
多
い
と
眠
れ
な
い
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。
し
か
し
、
彼
ら
が
恵
ま

れ
て
い
る
の
は
、
当
直
の
翌
日
は
休

日
と
な
る
こ
と
と
、
給
与
は
確
保
さ

れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
く
て
も
よ

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
「O

esophagus 
and Stom

ach

」（
食
道
と
胃
）
と

い
う
名
の
教
科
書
の
「B

enign 
d

iseases of
th

e stom
ach

, 
Focus

on dyspepsia

」（
胃
の
良

性
疾
患
：
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
（
消
化

不
良
）
を
中
心
に
）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
書
籍
の
一
項
目
を
執
筆
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、慢
性
的
な
心
窩
部
（
み
ぞ
お
ち
）

の
痛
み
、
胃
も
た
れ
な
ど
の
症
状
を

呈
す
る
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
に
対
す
る

関
心
が
高
く
、
私
は
こ
の
事
に
対
す

る
執
筆
と
な
り
ま
し
た
。
臨
床
経
験

を
踏
ま
え
、
か
な
り
の
数
の
論
文
も

読
破
し
た
後
、
執
筆
し
た
内
容
に
つ

い
て
編
集
者
と
や
り
と
り
し
、加
筆
・

修
正
を
行
い
、
２
０
２
３
年
5
月
12

日
、
4
年
と
い
う
月
日
を
経
て
、
出

版
と
な
り
ま
し
た
。
非
常
に
名
誉
あ

る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
ー
ル
か
ら
始
ま
る
執
筆
の

最
中
、
私
の
記
憶
が
過
去
に
遡
り
、

ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
、
私
の
脳
裏

に
明
確
に
追
憶
と
し
て
甦
っ
て
き
ま

し
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
留
学
の
際
の

写
真
を
見
返
し
、
ま
た
、
そ
の
時
に

書
い
た
私
の
手
記
を
再
読
し
、
私
の

「Oesophagus and Stomach」
　　　　　　　　　 （食道と胃）
マティアス・リー / 編
ヤコブ・R・イズビッキー / 編
2023.5 オックスフォード大学出版局

5:Benign diseases of the stomach: 
　Focus on dyspepsia
　（胃の良性疾患：ディスペプシア
    （消化不良）を中心に）　有留邦明

アルスター湖

私の机のある同じ部屋の医師と
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私
が
ド
イ
ツ
在
住
の
こ
ろ
、
ド
イ
ツ

の
公
的
保
険
（
日
本
で
い
う
国
保
・

社
保
）
に
も
加
入
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
日
本
の
保
険
制
度
は
、
ド
イ

ツ
の
医
療
制
度
も
参
考
に
し
て
い
く

の
か
な
と
、
勝
手
な
が
ら
感
じ
て
い

ま
す
。

　
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
エ
ッ
ペ
ン
ド
ル

フ
大
学
病
院
で
、研
究
の
か
た
わ
ら
、

手
術
、I
C
U
等
見
学
し
て
い
ま
す
。

イ
ズ
ビ
ッ
キ
ー
教
授
の
外
来
に
は
ド

イ
ツ
国
内
よ
り
多
く
の
手
術
患
者
が

集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
食
道
疾
患
、

膵
疾
患
を
中
心
に
手
術
症
例
が
多

く
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
ど
も
精
力

的
に
手
術
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
人
外
科
医
は
、
日
本
の
医
師
と
同

じ
よ
う
に
、
癌
の
根
治
術
に
対
す
る

姿
勢
は
積
極
的
で
す
。
ま
た
、
当
大

学
病
院
に
は
、
手
術
支
援
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
”ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
“
が
あ
り
、

何
回
も
手
術
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
、

は
じ
め
は
心
臓
外
科
の
バ
イ
パ
ス
の

た
め
に
購
入
し
た
よ
う
で
す
が
、
泌

尿
器
科
の
前
立
腺
癌
の
手
術
で
は
、

神
経
温
存
の
手
術
が
で
き
て
、
術
後

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
良
好
な
た
め
、
特
に
有

用
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
の
外
科

で
は
、
将
来
を
見
据
え
、
食
道
胃
逆

流
症
（
G
E
R
D
）
に
対
す
る
噴
門

形
成
術
、
胆
嚢
摘
出
術
、
肝
の
う
胞

手
術
等
に
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
て

手
術
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
何
回
か

そ
の
手
術
も
見
学
し
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
の
外
科
医
師
も
こ
の
機
器
を
上

手
に
使
い
こ
な
し
、
手
術
も
早
く
的

確
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ド
イ

ツ
外
科
医
も
日
本
の
外
科
医
同
様
に

器
用
で
、
手
術
は
的
確
、
う
ま
い
と

い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
今
年
、
当
院

に
も
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
私
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
最

初
に
見
学
し
た
の
は
、
18
～
19
年
前

の
ド
イ
ツ
の
手
術
室
で
あ
っ
た
こ
と

再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ブ

ル
ク
大
学
近
隣
の
病
院
へ
も
、
手
術

見
学
に
い
き
ま
し
た
が
、
卓
越
し
た

腹
腔
鏡
手
術
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
よ
う
な
海
外
で
の
追
憶
に
も

後
押
し
さ
れ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
教
科
書
の
書
籍
の
一
項
目
を

執
筆
し
ま
し
た
。
こ
の
教
科
書
は
、

当
院
、
図
書
館
に
蔵
書
予
定
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、こ
の
教
科
書
に
は
、

当
院
の
名
前
も
英
文
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
よ
り
、

同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
英
国
の
大

学
の
教
科
書
の
執
筆
に
至
っ
た
こ
と

は
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
号
で
は
、
意
外
？
と
も
思
え
る
ド

イ
ツ
人
の
フ
ラ
ン
ク
な
一
面
や
、
子
ど

も
達
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
、
お
話
頂

き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

く
、
年
間
の
有
給
休
暇
は
日
本
の
２

倍
以
上
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」

・
・
・
・
・
・
令
和
５
年
現
在
、
当

院
で
、
私
も
取
り
組
ん
で
い
る
働
き

方
改
革
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
勤
務
形

態
に
近
づ
く
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
「
ド
イ
ツ
の
保
険
制
度
で
す
が
、

収
入
が
限
度
額
以
下
の
人
は
公
的
医

療
保
険
に
会
員
と
し
て
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
、限
度
額
を
超
え
る
人（
お

金
持
ち
）
に
は
義
務
が
な
く
、
彼
ら

は
公
的
医
療
保
険
に
加
入
で
き
な
い

た
め
、
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
人
口
の
92
％

が
公
的
医
療
保
険
に
加
入
、
７
％
の

人
が
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
そ
う
で
す
。」

・
・
・
・
・
・
・
18
～
19
年
前
に
、

雪の日のハンブルク・エッペンドルフ大学正門

近隣の病院に手術見学

2005年当時の大学病院。現在は、新築さ
れ大きなメディカルセンターになってい
ます。
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区分 状態のめやす
ひと月の
支給限度額
（1割）

住宅
改修費

福祉用具
購入費

介護予防
サービス

要支援 1 食事や排せつなど身の回りのことはほとんどで
きる。立ち上がりに支えが必要な場合がある。

5 千円
程度

20 万円 
（※ 1）

年 10 万円
（※ 2）

要支援 2
身の回りのことや日常生活に一部介助が必要な
こともある。要介護状態と認められないが、社会
的な支援を要する。

1 万円
程度

介護
サービス

要介護 1 日常生活や基本的な身の回りのことなどに一部
介助が必要。

1 万 6 千円
程度

要介護 2 立ち上がりや歩行などに支えが必要。食事、衣服
着脱、排せつや入浴などに一部介助が必要。

2 万円
程度

要介護 3 立ち上がりや歩行などが自力でできず介助が必
要。排せつや入浴、衣服の着脱などに介助が必要。

2 万 7 千円
程度

要介護 4

入浴や排せつ、衣服の着脱などに全面的な介助、
食事摂取に一部の介助が必要。立ち上がりはほ
とんどできない。認識力、理解力などに衰えがみ
られる。

3 万円
程度

要介護 5 日常生活全般にわたって全面的な介助が必要。　　　　
意思の伝達が困難。

3 万 6 千円
程度

■（※ 1）  改修費用のうち一人最大 20 万円を限度とし、その 7 ～ 9 割が支給（1 ～ 3 割は自己負担）
■（※ 2）  年 10 万円を上限に、購入費の 7 ～ 9 割が支給（1 ～ 3 割は自己負担）

いりょう相談室
居宅介護支援事業所せんだい
東 三千代さんに聞きました。

　前回は介護保険制度と申請の手続きについてお話しました。
　今回は介護保険サービスを利用するために必要な「要支援・要介護認定」についてお話し
たいと思います。

● 要支援・要介護認定とは
　介護保険サービスを利用するには、要支援・要介護認定の審査を受け、介護が必要な状態
であることを証明し、どの程度の介護が必要であるかの指標となる「要支援・要介護度」を
決める必要があります。この要支援・要介護度に応じて、利用可能なサービスの上限金額は
決まっており、その1 ～ 3割（所得に応じて）が自己負担となります。

【参考資料】
区分・状態のめやす…「すぐにもらえるお金と使えるサービス」　著・監修　溝口知実　発行者：伊藤滋　
発行所：株式会社 自由国民社　

次号では、要介護認定を受けた方が利用出来る介護保険サービスの具体例をご紹介致します。

介護保険について
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新任Dr.紹介

趣味 / 特技

ボート競技、
ランニング

趣味 / 特技

カラオケ

趣味 / 特技

散歩
趣味 / 特技

寝ること

趣味 / 特技

ドライブ
趣味 / 特技

ベース
新
しんかど

門 明
あ か り

里

徳
と く だ

田 智
ともひろ

大

研修医

研修医

池
いけみつ

満 仁
ひ と し

司
研修医

患者様のためになるよ
うな診療を心がけて頑
張ります。

鹿児島大学病院研修医
の新門明里です。休みで
予定のない日は車で遠
出をするのが好きです。
7 月は産婦人科、8、9 月
は小児科でお世話にな
ります。よろしくお願い
いたします。

研修医 2 年目の徳田で
す。まだまだわからな
いことだらけですが、
少しでも何かを学べる
ようにがんばります。
よろしくお願いします。

平
ひ ら の

野 京
きょうか

香
小児科

7 月から小児科に赴任し
ました平野です。研修医
の頃にもお世話になっ
た済生会川内病院に育
休明けで復帰しました。
よろしくお願いします。

永
な が の

野 友
ゆ う み

美
産婦人科

医師 5 年目の永野と申
します。初めての川内
で慣れないことばかり
ですが、精一杯頑張り
ます。よろしくお願い
します。

高
たかつき

附 佳
よしひで

秀
研修医

今後の医師人生に活か
せる知識、経験を少し
でも身につけられるよ
う頑張ります。

Ａ :フリー Wi-Fiサービスをご利用いただけるようになりました。

　　接続方法
　　　次のSSID・パスワードでアクセスしてください。
　　　SSID…SENDAIHP3
　　　パスワード…院内に掲示しています

　　ご利用出来る場所
　　　・ 1 階…総合受付・救急外来・放射線部・レストラン
　　　・ 2 階…各診療科・腎センター・健診センター
　　　・病棟…各病室・デイルーム

　　注意事項
　　　・利用規約に同意いただける場合のみ、ご利用頂けます。
　　　　（接続した時点で利用規約を承諾したものとみなされます。）
　　　・接続設定は利用者ご自身で行ってください。
　　　・接続機器の貸し出しは行っておりません。　

フリー Wi-Fiは使えますか？
Ｑち

ょ
っ
と

教えて！

「院内処方箋受付ファク
シミリコーナー」は、以
前、鹿児島銀行 ATM が
設置されていた場所へ移
動しました。ご不便おか
けしますがよろしくお願
い致します。

駐
車
場
側
入
り
口

防災
センター
（警備員室）

救急外来

WC受付

食
堂
・
売
店

院内処方箋受付
ファクシミリ
コーナー

お知らせ

入院支援室
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信頼と連携の輪

卓翔会記念病院
　当院は、令和４年１２月１日に病院名を「市比野記念病院」から「卓翔会記念病院」へと変更し、
現在地へ移転して参りました。
　新病院は、「hospitality(温かいおもてなし)」をコンセプトに地上６階建で、地域包括ケア病床
３０床、医療療養病床１６９床を有しています。
　当院を中核として市比野記念クリニック、訪問看護ステーションこんにちわ、さらに、介護老
人保健施設のグラン・ベリテひわき及びグラン・ベリテアネックス、小規模多機能施設水光舎、
グループホーム遊雅の郷等のグループ内施設とも緊密に連携し、地域の皆様へ医療と介護サービ
スの切れ目ない提供に努めています。
　今後も、社会医療法人卓翔会及び関連法人の社会福祉法人市比野福祉会と一体となって、地域
の皆様の安心・安全な暮らしを支えられるよう、努力してまいります。　

白内障＆網膜硝子体疾患の日帰り手術を中心に
　白内障、網膜硝子体疾患（黄斑前膜、網膜剥離、糖尿病網膜症など）、緑内障の日帰り手術を専
門に行っています。院長は、九州・山口の数ヶ所の他施設でも手術を任されており、毎年2000例
を超える手術を行っております。
「大切な人を安心して任せられる眼科」を目指し
　手術で治る病気だけでなく、失明原因の上位を占める緑内障や加齢黄斑変性症など一生付き
合っていかないといけないような病気もあります。安心して医療が受けていただけるよう、最新
の医療機器を導入するだけでなく、正確な検査を行うために6人の視能訓練士（国家資格）が在籍
しています。また、クリニックの空間づくりやスタッフの接遇にも力を入れております。
　今後も、眼科医専門医として蓄えた知識と経験を生かし、薩摩川内市および周辺地域にお住まい
の皆様に、幅広いより最良の眼科医療、眼科手術を提供できるよう献身的に努力してまいります。

卓翔会記念病院
TEL：0996-29-5900
〒 895-0011　薩摩川内市天辰町 1512 番地 1
https://www.takushokai.com
■ 診療科目　内科、循環器内科、呼吸器内科、老年内科、外科、消化器外科、
　 脳神経外科、整形外科、リハビリテーション科、放射線科
■ 診療受付時間
　【平   日】〈午前〉８:30 ～ 12:00  〈午後〉13:30 ～ 17:30
　【土曜日】〈午前〉８:30 ～ 12:00
■ 診療時間
　【平   日】〈午前〉9:00 ～ 12:30  〈午後〉14:00 ～ 18:00
　【土曜日】〈午前〉9:00 ～ 12:30
　※整形外科の診療は木曜日 14:30 ～ 18:00　
■ 休 診 日   土曜日午後、日曜・祝日

地域医療を支える連携医療機関をご紹介します。

医療法人こがひさお眼科クリニック

医療法人こがひさお眼科クリニック
TEL：0996-21-1113　
〒 895-0072 薩摩川内市中郷１丁目３９番１８号
https://kogaeye.com/　
■ 診療科目　眼科
■ 診療受付時間
　【月～水・金・土曜日】〈午前〉8:00～12:00
　【月・水曜日】　　　  〈午後〉14:00～17:00
　【日曜・祝日】　　　 〈午前〉9:40～13:10
　※日曜はコンタクトレンズの患者様中心の診療となります。
■ 休 診 日　火・金・土曜日午後・木曜

院長
古賀 久大 先生

院長
内野　靖 先生
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　当院の創立 75 周年を記念し、開設当初からの歩みを市の歴史と共に写真で振り返るこの企画。
今回は、度重なる台風の襲来や大雨による川内川の氾濫で、甚大な被害に見舞われた昭和 40 年代
の写真（上段）と、昭和47年から平成12年の長きにわたり尽力頂いた川上院長の外来での一コマ
など（下段）をご紹介します。

【出　　典】川内市市制五十周年記念「写真で見る昭和の川内市」 編集：川内市歴史資料館　発行：鹿児島県川内市　平成2年2月11日
　　　　　済生会川内病院創立70周年記念誌　発行：社会福祉法人 恩賜

財団 済生会川内病院
【参考資料】「保存版　薩摩川内・出水・阿久根・さつまの今昔」発行人：神津良子　発行所：（株）郷土出版社　発行日：2012年8月24日
　　　　　「目で見る川内・薩摩郡の100年」発行人：神津良子　発行所：（株）郷土出版社　発行：平成16年5月 20日

〒 895-0074 鹿児島県薩摩川内市原田町 2 番 46 号　TEL （0996）23-5221　FAX （0996）23-9797
https://www.saiseikai-sendai.jp 　mail : info@saiseikai-sendai.jp

済 生 会 川 内 病 院 広 報 誌
第６4 号 2023 年 9 月 1 日 発 行niji nijiへの

ご意見・ご感想を ▶︎
お寄せ下さい

感謝を込めてこれからも地域と共に

2.昭和47年6月　上川内町
　国道3号線沿いの水害

1.昭和40年8月
　台風15号で倒壊した家屋

4.昭和44年　ソフトボールの
　練習をするスタッフ

3.昭和40年代　川上院長
　（昭和47年～平成12年）を囲んで

　流域の農業や内水面漁業、水運、
発電事業など、多くの恵みを与えて
きた川内川。一方で住民にとっては
水害との闘いでもあった。市中心部
も度々水没し、昭和 46 年 7 月、8 月
の大雨では、川内地区での水位は過
去最高の 7.02 メートルを記録した
という。

　勢いよくバットをふる男性と、その
ボールの行く先を見守る数名の男女。
仕事が終わると、周囲を田んぼに囲ま
れ、白線が引かれただけの空き地に集
まり、ソフトボールの練習に励んだそ
うだ。よく見ると、キャッチャーと思
しき男性の手にはミットが見当たら
ない。

当院に関する昔の写真や資料をお持ちの方で、提供頂ける方がいらっしゃいましたら、ぜひご連絡下さい。
（写真・資料に関する情報も併せて提供頂けますと助かります）

＊提供頂いた写真や資料の取り扱いについて
　原則お返し致します。記念誌や動画作成等に使用させて頂くことがございます。
＊提供方法
　郵送：〒 895-0074 薩摩川内市原田町 2 番 46 号　済生会川内病院 広報委員会 広報誌係
　メール :hishoka@saiseikai-sendai.jp

創立 75周年

済生会アーカイブス


